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(4) １次冷却材ポンプ供用期間中検査                （図－４参照） 

１次冷却材ポンプの供用期間中検査として、Ｃ号機の主フランジ締め付け部

やケーシング内表面について、目視点検や超音波探傷検査を行い、健全性を確

認した。 

 

２ 設備の保全対策 

(1) ２次系配管の点検等                                   （図－５参照） 

関西電力㈱の定めた「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、２次系配管 

1,222 箇所について超音波検査（肉厚測定）を実施した。 

また、今後の保守作業を考慮した部位 118 箇所を耐食性に優れたステンレス

鋼もしくは低合金鋼の配管に取り替えた。 

 

３ 蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査結果            （図－６参照） 

     ３台ある蒸気発生器（ＳＧ）の伝熱管全数（既施栓管を除く計 9,786 本）に

ついて、渦流探傷検査を実施した結果、Ｃ－ＳＧの伝熱管１本の高温側管板部

で、有意な欠陥信号が認められた。 

    原因は、過去の調査から蒸気発生器製作時に伝熱管を管板部で拡管する際に

発生した引張り残留応力と、運転時の内圧とが相まって、伝熱管内面で応力腐

食割れが発生・進展したものと推定された。 

    対策として、当該伝熱管を使用しないこととし、閉止栓（機械式栓）を施工

した。              [平成 24 年３月 29 日、４月５日 公表済] 

 

４ 燃料集合体の取替え 

燃料集合体全数 157 体のうち、81体を取り替えた。今回装荷した新燃料集

合体は 68体（うち 16体はＭＯＸ燃料）である。また、ＭＯＸ燃料は 24 体（新

燃料を含む）を装荷した。 

燃料集合体の外観検査（47体）を実施した結果、異常は認められなかった。 

 

５ 福島第一原子力発電所事故を踏まえた安全性向上対策工事 

福島第一原子力発電所事故を踏まえ、新規制基準対応工事等を含む安全性向

上対策工事を実施した。 

(1) 新規制基準対応工事（主な工事）                          （表－１参照） 

 ① 設計基準への対策                   （図－７参照） 

基準地震動の見直し（550→700 ガル）に伴い、使用済燃料ピットクレ

ーン等の設備や一次冷却材系統等の配管について、耐震補強工事を実施
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表－１ 主な新規制基準対応（設備、対策工事） 

① 設計基準への対策（設備、対策工事）

地震対策 ・耐震補強工事 

・斜面崩落対策工事 

津波対策 ・放水口側防潮堤 

・取水路防潮ゲート 

・自然現象監視カメラ、潮位計 

その他自然現象等 竜巻対策 ・飛来物防護壁、防護ネット 

外部火災 ・防火帯 

火災防護対策 ・消火水バックアップタンク、ポンプ 

内部溢水対策 ・配管逆流防止弁 

・貯留堰堤 等 

② 重大事故への対策（設備）

電源確保対策 ・空冷式非常用発電装置、遠隔起動操作盤 

・可搬型代替電源（電源車） 

・蓄電池の増強、遠隔負荷停止操作盤 

・加圧器逃し弁用可搬式バッテリ 

・代替所内電気設備（高圧分岐盤、分電盤）等 

冷却設備 

対策 

炉心・格納容器の

冷却 

・代替注水設備（恒設・可搬式代替低圧注水ポンプ、

ポンプ用電源車） 

・既設注水設備への自己冷却配管 

・大容量ポンプ 等 

溶融炉心の冷却 ・代替注水設備（可搬式代替低圧注水ポンプ、ポン

プ用電源車） 

使用済燃料ピット

の冷却 

・可搬式代替注水設備（消防ポンプ） 

・可搬式スプレイ設備（可搬式代替低圧注水ポンプ、

ポンプ用電源車）  

・スプレイヘッダ 

・放水砲、放水砲用大容量ポンプ 

水源の確保 ・冷却水移送配管 等 

最終ヒートシンク

への熱輸送 

・大容量ポンプ 

水素爆発による格納容器破損

防止対策 

・電気式水素燃焼装置 

・静的触媒式水素再結合装置 

放射性物質拡散防止抑制対策 ・放水砲、放水砲用大容量ポンプ 

・シルトフェンス 

対策の指揮を行う設備 ・緊急時対策所 

その他 ・衛星通信設備 

・可搬型モニタリングポスト 等 
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図－１０ 冷却機能の確保（炉心・格納容器の冷却）

【工事目的】
①電源が喪失した場合においても、原子炉および格納容器スプレイの注水を可能とするため、可搬式および

恒設の代替低圧注水ポンプを設置した。
②原子炉補機冷却水系統が機能喪失した場合においても、ポンプ自身の吐出水によりモータ等を冷却する

（自己冷却）ため、ポンプ自身の吐出水を冷却水として供給するための分岐配管等を設置した。
③復水タンクから燃料取替用水タンクへの移送配管およびポンプを設置した。

＜電源車＞＜可搬式代替低圧注水ポンプ：3台＞

復水タンク

Ｍ

格納容器スプレイポンプ
（2台中1台に自己冷却配管を設置）

充てん/高圧注入ポンプ
（3台中1台に自己冷却配管を設置）

Ｐ
＜恒設代替
低圧注水ポンプ：1台＞ ＜燃料取替用水タンク

補給用移送ポンプ：1台＞

Ｍ原子炉容器

格納容器スプレイ

原子炉格納容器

Ｐ

余熱除去ポンプ（2台）

Ｐ

工事概要図

＜大容量ポンプ：3台＞

格納容器再循環
ユニット

Ｐ
熱い空気、蒸気を冷やす

海水ポンプ、原子炉補機冷却水系統
が使用できない場合、大容量ポンプ
（海水）にて格納容器内を冷却する。
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